
－103－

福岡水海技セ研報　第19号　2009年３月

Bull. Fukuoka Fisheries Mar. Technol. Res. Cent. No19. March 2009

　福岡県ではアカモク Sargassum horneri （TURNER） を食用に供する習慣はほとんどなかったが , 機能性食品としての有
効性が期待され，加工して販売をはじめる漁協が増加した。アカモク資源を安定的に持続生産するために，大島地先で
のアカモクの生長，成熟などの基礎生態を調査したところ，大別すると深場に生息して大型になる高全長・早期成熟群と , 
浅場に生息し全長が低く成熟の遅い小型の低全長・晩期成熟群の２群が存在した。藻体全体に占める生殖器床数量の半
数を残すには，先端部から４割を採捕すれば良いことがわかった。
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宗像市大島地先におけるアカモクの生長と成熟

　褐藻アカモクは北海道東岸を除く日本列島のほか，朝
鮮半島から香港まで広く分布1, 2）する一年生の海藻であ
る。アカモクは生長が非常に早く全長が10ｍ以上に生長
することが知られており，県内では離島の静穏域で優占
する海藻群落を形成し，魚介類の産卵場や稚仔魚の育成
場としての機能を担っている。本県では，ホンダワラ類
のガラモ場をタカモやナガモと呼び「流れ藻」として流
出する時期には厄介視すらされていた。
　ホンダワラとアカモクは古くから食用3）とされてお
り，秋田県では「ぎばさ」，佐渡では「ながも」，富山県
永見市では「ながらも」と呼んで複数の県で食用にされ
ており，「海のじゅんさい」との商品名もある。北方の
アカモクは粘り気が少なく加工段階でも工夫されて商品
化されているが，本県のアカモクは粘りが強く独特の食
感がある。この粘りは多くの褐藻に含まれる粘性多糖類
のフコイダンやアルギン酸が関与していると推察され，
本県地先のアカモクに含まれる多糖類4, 5）の分析がされ
ている。フコイダンの機能としては抗血液凝固活性6），
コレステロールの低下作用7），抗腫瘍効果8）などが知ら
れている。この機能性食品として有効性と未利用資源の
利用が期待され，福岡県糸島郡二丈町の糸島漁業協同組
合福吉支所では婦人部で「あかもく部会」組織し，県内
で先駆けて組織的な生産に2005年から着手した。その後，
筑前海の漁協のみならず，豊前海でも生産をはじめる組
合が現れている。
　本県地先におけるアカモクの分布状況等の知見はある
が，生態学的な調査を実施した事例はない。一年生の海
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藻で枯死して流失するが，漁獲対象になると再生産への
影響が懸念され，安定的に持続して資源を維持すること
が重要になる。そこで，大島地先におけるアカモクの生
長と成熟に関して調査を実施し，採取方法について基礎
的な知見を得たので報告する。

図１　調査位置図
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図２　大島地先におけるアカモクの全長と全重の時期別変化

図３　水深帯別のアカモクの全長と全重の関係

方　　法

　アカモクの生態調査は，濃密な群落を形成している図
１に示す宗像市大島の長崎鼻及び松ヶ下地先において，
2007年11月10日，12月16日，2008年１月19日，２月14日，
２月28日，３月17日，３月28日，４月21日，５月11日，
６月24日に水深帯別に生息するアカモクを SCUBA 潜水
で採取した。採集した試料は研究所に持ち帰り，全長及
び全重の測定，雌雄の別，生殖器床の有無を判別した。
採捕水深別のアカモクの全長を比較するために採取時毎
に Mann-Whitney の U 検定を用いて検定した。アカモ
クの成熟度は，観測個体に対する生殖器床の有無で判断
し，群成熟度として示した。生殖器床の単位当たりの数
量は，2007年３月27日に大島長崎鼻水深５ｍで採取した
全長886cm（全重1,473g）の試料（雌）を用いて，基部
から50cm 毎に切断し，部位毎に重量及び生殖器床の数
量を計測した。

結　　果

　大島地先におけるアカモクの全長と全重の時期別変化
を図２に示した。全長が最大全長に達する時期は生息水
深で異なり，生息場所による顕著な差はなかった。急激
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図４　水深帯別雌雄別のアカモクの全長と全重の関係

な生長がみられるのは松ヶ下の水深３ｍ群が最も早く11
月以降からで，次いで水深５ｍが12月以降，水深２ｍ
以浅が最も遅い４月からであった。全長が最も長く生
長したのは３月中旬の長崎鼻の水深５ｍで，最大全長
は1,057cm であった。次いで松ヶ下の水深５ｍ群（３月
下旬）で，最大全長は983cm，長崎鼻水深２ｍ以浅（４
月下旬）の243cm，松ヶ下水深２ｍ以浅（５月上旬）の
167cm の順であった。寺脇9）が小田湾の湾奥部で調査し
た事例では年間最大値となるのが12月から１月であり，
それよりも数ヶ月程度遅いことがわかった。
　全重の経時変化は，全長の変化と類以した傾向を示し
た。最大全重は長崎鼻水深５ｍ群の2,979g，松ヶ下水深
５ｍ群の2,259g，松ヶ下水深３ｍ群の1,421g，松ヶ下水
深２ｍ以浅の589g，長崎鼻水深２ｍ以浅の506g の順で
あった。
　水深帯別のアカモクの全長と全重の関係を図３に示 
した。松ヶ下２ｍ以浅群の全長と全重の関係式は，全重

（g）=0.0218×全長 1.8103（cm），長崎鼻２ｍ以浅群は，全
重（g）=0.0425×全長 1.5426（cm）であった。長崎鼻５ｍ

群は，全重（g）=20.876e 0.0054 全長 （cm），松ヶ下５ｍ群は，
全重（g）=3.0586e 0.0079 全長 （cm） 関係式が得られた。５ｍ以
深群は２ｍ以浅群よりも早い時期から生長し，重量が
指数近似で増加したが，２ｍ以浅群は累乗近似であっ
た。このことから，長崎鼻の５ｍ群と２ｍ以浅群は11月
10日から最大全長に達する３月17日まで，有意な差がみ
られ（P<0.001, 但し12月は P<0.05），全く異なる生長を
する群であることがわかった。松ヶ下に生息する３群
は，12月から２月中旬まで有意な差がみられ，いずれも
異なる生長をする群であることがわかった（P<0.001 〜
P<0.01）。長崎鼻２ｍ以浅群と松ヶ下２ｍ以浅群も２月
末まで有意な差（P>0.05）はなかった。５ｍ以深に生息
する群は，初期の生長及び総重量が重いことから，初期
の漁獲対象として優れた群と言える。
　水深帯別雌雄別のアカモクの全長と全重の関係を図４
に示した。長崎鼻及び松ヶ下のいずれの水深帯において
も，雌雄の生長に有意な差ははないことがわかった。
　場所別水深帯別の群成熟度を図５に示した。大島地先
に生息するアカモクには，生息水深が深く全長が２ｍ以
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図５　場所別水深帯別の群成熟度

　　図６　アカモクの先端部からの累積全長割合と累積
　　　　　生殖器床数

上に生長して早期に群成熟度が高くなる早期成熟群と，
生息水深が浅く全長が２ｍ未満で深場よりも後に成熟す
る晩期成熟群の２群が存在することがわかった。松ヶ下
３ｍ域に生息するアカモクは，早期に生長する群と生長
の遅い群があることから，この２群が混在している可能
性が示唆された。群成熟度が急上昇した２月28日の同時
期で比較すると，水深５ｍ群では松ヶ下が61.9％に対し
て，長崎鼻は88.2％となり，場所によっても成熟に差が
あり長崎鼻の方が早く成熟する傾向にあった。しかし，
２ｍ以浅群では，場所による成熟の差はなく，深場に生
息する群よりも半月から1 ヵ月程度遅かった。いずれの
場所及び水深帯においても，全長が最大に達する前後で
群成熟度が100％になった。寺脇9）は成熟時期が藻体が
年間最大に達する12月からと報告しているが，大島地先
ではこれより遅い時期であることがわかった。
　アカモク先端部からの累積全長割合と累積生殖器床数
の関係を図６に示した。生殖器床の数の50％累積値は，
先端から約40％の累積全長の位置であった。生殖器床の
数は，先端から全長の４分の３で95％以上を占めており，
基部の４分の１に分布する生殖器床の割合は５％以下で
あった。アカモクを全長の半分で切断すると，重量では
６割，生殖器床の数では７割以上がなくなることになる。
逆に，生殖器床の数を５割残すためには，先端から４割
程度を切り，基部から６割程度を残す必要がある。また，
先端から４割程度の採捕でも全体重量の約５割程度を確
保できることがわかった。

考　　察

　アカモクは奥田10），本多ら11），Yoshidaetal.12）が秋季
に成熟する個体を報告しており，秋に成熟する群は春に
成熟するものに比べて細づくりであったり，卵は小さめ
であること等の相違から別の個体群であることを報告し
ている。今回の調査で得られたアカモクは前述の春に成
熟する個体群であるが，深い水深帯に生息するアカモク
は，全長が５ｍ以上に生長し，２月頃から成熟する高全
長・早期成熟群と，水深が３ｍ以浅に生息し全長が２ｍ
程度で３月以降に成熟する低全長・晩期成熟群の２群か
らなることが明らかになった。また，生長及び成熟の時
期に相違がみられた。これは Umezaki13）が波浪の影響
による形態的な差異を述べている点と酷似しているが，
今回の両群は最大全長時の平均値でも４ｍ以上あり，差
が顕著であった。これらの２群は奥田9）が述べているよ
うな相違点や中嶋 , 今野14）が述べている外部形態的な差
はみられないことから，本多，奥田11）が指摘している
変異の幅あるいは地理的な差ないしは傾向を示す群落や
吉田ら15）の述べている成熟時期は個体群の遺伝的特性
としてある程度固定されている可能性も示唆され，今後
の検証が期待される。
　アカモクは谷口，山田16）が報告しているように真一
年生海藻であるにも関わらず，年間純生産量は他の多年
生のホンダワラ科やコンブ科植物と同程度の値を示すほ
ど高い生産量を持つ海藻である。しかし，過度の漁獲に
よる現存量の低下は藻場を減少させ，有用水産生物の減
少や植食性ベントスの過度の食害を招き，負のスパイ
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ラルにより更に海藻現存量の減少を引き起こす恐れがあ
る。このため，アカモクの再生産に有効な生殖器床の必
要量は，卵放出以降の環境条件等に左右されるために，
不確定な要素である。よって漁獲が再生産に悪影響を与
えないように考慮する必要があり，仮に半数の生殖器床
を残して現存量の維持が図れるとすると，アカモクの生
殖器床は基部よりも先端部に偏るため，先端から４割以
下の長さで採捕すれば良いことになる。採捕部位や間引
的な採捕により，現存量を維持しながら持続的に安定し
て生産するために漁獲管理的思考による採捕が重要であ
る。
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